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令和４年度 学校評価結果について（お知らせ） 

 

 

  早春の候，保護者のみなさまにはますますご健勝にてお過ごしのことと存じます。日頃

は，本校の教育に対してご協力・ご支援をいただき，心から感謝しております。 

  さて，本校の教育を向上させていくための「学校評価」アンケートにご協力いただき，

誠にありがとうございました。その集計結果がまとまりましたので，お知らせいたしま

す。今回の「お知らせ」では，保護者･生徒の集計結果を掲載しておりますので，お子様

と共にご覧になって，今後の生活に役立てていただければ幸いです。私ども教職員は，

今回の結果を分析し，来年度以降の学校教育に生かしていく所存です。       

 今後とも，本校の教育に対しまして，ご協力･ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

 （今回の保護者集計結果・生徒集計結果は，本校のホームページにも掲載します。） 

 

集計結果と考察について 

 

 １．生徒のアンケートの結果より               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢  アンケートで肯定的な回答が少なかったのが，問 19 の「授業で扱うノートには，

学習の目標 （めあて・ねらい）とまとめを書いていた。」でした。本時の目標・め

あてとして，何を学習するのかしっかり提示した上で学習し，授業の最後にまとめ

ができるよう，来年度は共通理解を図り徹底していきたいと思います。 

➢  問 31～35 の『地域とのつながり』という点で，肯定的な回答が少ない傾向が数年

続いています。地域防災コースと地域産業コースを設けて総合学習に取り組み，海

陽町各地に出向き 1 年生～3 年生まで系統的に学習を進めていますが，地域の行事

に参加する生徒は増えていないのが現状です。今後も家庭と地域，学校が協働して

地域とつながっていけるよう働きかけていきます。 

➢  昨年度より 10％以上アップしていた項目が，問 26 の「学校での学習を通して，

同和問題など様々な人権問題を解決しようと考えるようになっている。」です。全

学年で授業研究会，授業参観を行うなど１年を通して学習を行いました。人権学習

については，さらに深めて行けるように，取り組んでいきます。 

➢  アンケートの中で肯定的な回答が一番多かったのが，問 29 の「自分は，情報モラ

ルを身に付けている。」で，95.9％の生徒が肯定的な回答でした。しかし，保護者

の方へのアンケートでは，お子様について「情報モラルを身に付けている」が 79.2

％と開きがありました。情報モラルについて生徒と大人の間に大きな認識の差があ

ることがわかりました。スマートフォンやタブレットは便利なツールではあります

が，最近の生徒同士のトラブルの大半はスマートフォンに関するものです。引き続

き情報モラルについて機会を設けて啓発を行っていきます。 
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２．保護者のアンケートの結果より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果を真摯に受け止め，職員研修等を通して教員の資質の向上，授業改善

に職員一同一丸となって取り組みます。ご協力ありがとうございました。 

➢  問 8 の「夢や希望を持ち，難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している。」が

昨年より 13.8％下がって肯定的な生徒が 63.3％というのが気になります。中学校時

代にいろいろな経験をしながら，成功体験や心配体験を繰り返し，子どもたちは成

長していきます。すべてをコロナ禍のせいにするわけではありませんが，来年度は

職場体験学習や制限があった行事を見直し，生徒が挑戦できる環境作りに取り組ん

でいきます。 

 

➢  問 8 の「学校は，子どもの個性に応じた授業を実施している。」と問 9 の「学

校では，適切な課題が与えられ，学習習慣がつく手助けをしている。」に対する

肯定的な評価が昨年度より少し下がっています。このことは学習面で生徒一人ひ

とりの個性や発達段階に応じた対応ができていないということだと思います。来

年も習熟度別の授業形態を可能な限り実施し，複数の教員が指導に当たるなど，

個性や発達段階に合わせた指導を行います。課題についても ICT を活用し，学

習習慣の確立に努めます。 

➢  問 21 の「家庭での学習が計画的にできている。」も 54.2％と低い値になって

います。生徒アンケートでも 63.3％と低かったのですが，生徒アンケートの問

12 を集計したグラフ（別紙）からわかるように，宿題をする時間も含めた学習

時間が非常に少ないです。課題を課すだけでなく，自らが学習に取り組む学習本

来の姿をご家庭と共に育成していきたいと思います。 

➢  教職員としてうれしかったのは，問 34 の「学校は，校舎内外ともによく清掃

されている。」について肯定的な評価が 100％であったことです。生徒も掃除時

間いっぱい清掃に励んでいます。引き続き生徒と共に校内の美化に励んでいきま

す。 

➢  全体の肯定率が 80％を超えていることから，学校に対して一定の評価をいた

だいていると考えますが，この評価に甘んじることなく，さらに学校行事を見直

し，家庭と連携を図りながら生徒の成長を第一に考えた学校運営を目指します。 


